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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
対 向 す る 電 極 板 間 に 浄 化 処 理 す べ き 循 環 水 を 流 し 、 該 電 極 板 間 に 直 流 電 圧 を 印 加 し 、 循 環
水 中 の 金 属 イ オ ン を 負 極 側 の 電 極 板 に 電 解 析 出 さ せ て 該 循 環 水 を 浄 化 さ せ る 循 環 水 の 浄 化
方 法 に お い て 、 該 電 極 板 と し て チ タ ン 板 を 使 用 し 、 該 電 極 板 の う ち の 正 極 側 の 電 極 板 の 表
面 に 生 成 さ れ る 陽 極 酸 化 被 膜 に 印 加 す る 電 圧 を 高 め て 該 陽 極 酸 化 被 膜 を 強 制 的 に 絶 縁 破 壊
さ せ な が ら 、 所 望 量 の 電 流 を 流 す よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 極 板 間 に 印 加 す る 電 圧 の 極 性 を 所 定 時 間 毎 に 切 り 替 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 極 板 間 に 流 す 電 流 を 定 電 流 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 循 環 水
の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 極 板 間 に 流 す 電 流 が 、 正 極 側 の 電 極 板 の 単 位 面 積 （ １ ｍ ２ ） 当 た り ０ ． １ ～ ２ ０ Ａ
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 極 板 間 に 印 加 す る 電 圧 を 一 定 と し 、 該 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 の 値 が 所 定 値 を 下 回 っ
た 場 合 は 、 前 記 電 極 板 間 に 印 加 す る 電 圧 を 上 げ 、 該 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 の 値 が 所 定 値 以
上 に な っ た 場 合 は 、 前 記 電 極 板 間 に 印 加 す る 電 圧 を 元 に 戻 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 が よ り 高 い 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ せ
、 前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 が よ り 低 い 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 減 少 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。

所 定 値 Ａ
所 定 値 Ｂ

、 該 所 定 値 Ａ と 該 所 定 値 Ｂ を Ａ ≧ Ｂ の 関 係 に し



【 請 求 項 ７ 】
前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 の 前 記 が ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法
。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ
せ 、 前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 減
少 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 の 前 記 が ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
浄 化 処 理 す べ き 循 環 水 を 受 け 入 れ て 排 出 す る 浄 化 槽 と 、 該 浄 化 槽 内 に 設 置 さ れ て い る １ 又
は ２ 以 上 の 第 一 電 極 板 と 、 該 浄 化 槽 内 に 該 第 一 電 極 板 と 所 定 間 隔 を お い て 設 置 さ れ て い る
１ 又 は ２ 以 上 の 第 二 電 極 板 と 、 該 第 一 電 極 板 と 該 第 二 電 極 板 の 間 に 直 流 電 圧 を 印 加 す る 直
流 電 源 装 置 と を 備 え 、 該 第 一 電 極 板 及 び 該 第 二 電 極 板 は い ず れ も チ タ ン 板 か ら な り 、 該 直
流 電 源 装 置 は 該 第 一 電 極 板 又 は 該 第 二 電 極 板 の 表 面 に 生 成 さ れ る 陽 極 酸 化 被 膜 を 絶 縁 破 壊
に よ っ て 剥 離 ・ 除 去 さ せ る 電 圧 を 出 力 す る 直 流 安 定 化 電 源 で あ る こ と を 特 徴 と す る 循 環 水
の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 直 流 電 源 装 置 か ら 前 記 該 第 一 電 極 板 及 び 前 記 第 二 電 極 板 に 印 加 さ れ て い る 電 圧 の 極 性
を 所 定 時 間 毎 に 切 り 替 え る 極 性 切 替 装 置 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載
の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 直 流 電 源 装 置 が 、 前 記 第 一 電 極 板 と 前 記 第 二 電 極 板 の 間 に 正 極 と な る い ず れ か 一 方 の
電 極 板 の 単 位 面 積 （ １ ｍ ２ ） 当 た り ０ ． １ ～ ２ ０ Ａ の 定 電 流 を 流 す 定 電 流 電 源 装 置 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 直 流 電 源 装 置 が 直 流 定 電 圧 電 源 装 置 か ら な り 、 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 の 値 を 測 定 す る
電 流 計 を 備 え 、 該 電 流 計 に よ っ て 測 定 さ れ た 電 流 の 値 が 所 定 の 値 よ り 小 さ く な っ た 場 合 は
前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 高 く し 、 該 電 流 計 に よ っ て 測 定 さ れ た 電 流 の 値 が 所 定 の 値
よ り 大 き く な っ た 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 低 く す る 電 圧 制 御 装 置 を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 を 計 測 す る 電 気 伝 導 度 計 と 、 該 電 気 伝 導 度 計 に よ っ て 得 ら れ た 電
気 伝 導 度 が よ り 高 い 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 高 く し て 前 記 電 極 板 間
を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ せ 、 該 電 気 伝 導 度 計 に よ っ て 得 ら れ た 電 気 伝 導 度 が よ り 低
い 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 低 く し て 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 減 少 さ せ る

る 電 流 制 御 装 置 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 の 前 記 が ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装
置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 を 計 測 す る 酸 化 還 元 電 位 計 と 、 該 酸 化 還 元 電 位 計 に よ っ て 得 ら
れ た 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 高 く し て 前 記
電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ せ 、 該 酸 化 還 元 電 位 計 に よ っ て 得 ら れ た 酸 化 還 元 電 位 が

場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 低 く し て 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流
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所 定 値 Ａ 、 前 記 所 定 値 Ｂ が
５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

所 定 値 Ｃ よ り 高 い
所 定 値 Ｄ よ り 低 い

、 該 所 定 値 Ｃ と 該 所 定 値 Ｄ を Ｃ ≧ Ｄ の 関 係 に し

所 定 値 Ｃ 、 前 記 所 定 値 Ｄ が ＋
１ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

所 定 値 Ａ
所 定 値 Ｂ

、 該 所 定 値 Ａ と 該 所 定 値 Ｂ が Ａ ≧ Ｂ の 関 係 に あ

所 定 値 Ａ 、 前 記 所 定 値 Ｂ が
５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

所 定 値 Ｃ よ り 高 い
所

定 値 Ｄ よ り 低 い



を 減 少 さ せ る 電 流 制 御 装 置 を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 の 前 記 が ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 循 環 水 の 浄 化 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 が よ り 高 い 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を
増 加 さ せ 、 前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 が よ り 低 い 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流
を 減 少 さ せ し て も よ い 。 前 記 循 環 水 の 電 気 伝
導 度 の 前 記 は ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流
を 増 加 さ せ 、 前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る
電 流 を 減 少 さ せ し て も よ い 。 前 記 循 環 水 の 酸
化 還 元 電 位 の 前 記 は ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ の 循 環 水 の 浄 化 装 置 は 、 前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 を 計 測 す る 電 気 伝 導 度 計 と 、
該 電 気 伝 導 度 計 に よ っ て 得 ら れ た 電 気 伝 導 度 が よ り 高 い 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置
の 出 力 電 圧 を 高 く し て 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ せ 、 該 電 気 伝 導 度 計 に よ っ て 得
ら れ た 電 気 伝 導 度 が よ り 低 い 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 低 く し て 前 記
電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 減 少 さ せ る 、 電 流
制 御 装 置 を 備 え て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 前 記 循 環 水 の 電 気 伝 導 度 の 前 記 と し て ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ

を 採 用 す る の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
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、 該 所 定 値 Ｃ と 該 所 定 値 Ｄ が Ｃ ≧ Ｄ の 関 係 に あ る

所 定 値 Ｃ 、 前 記 所 定 値 Ｄ が ＋
１ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

所 定 値 Ａ
所 定 値 Ｂ

、 該 所 定 値 Ａ と 該 所 定 値 Ｂ を Ａ ≧ Ｂ の 関 係 と
所 定 値 Ａ 、 前 記 所 定 値 Ｂ は ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ

Ｓ ／ ｃ ｍ

所 定 値 Ｃ よ り 高 い
所 定 値 Ｄ よ り 低 い

、 該 所 定 値 Ｃ と 該 所 定 値 Ｄ を Ｃ ≧ Ｄ の 関 係 と
所 定 値 Ｃ 、 前 記 所 定 値 Ｄ は ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０

０ ｍ Ｖ

所 定 値 Ａ

所 定 値 Ｂ
該 所 定 値 Ａ と 該 所 定 値 Ｂ が Ａ ≧ Ｂ の 関 係 に あ る

所 定 値 Ａ 、
前 記 所 定 値 Ｂ と し て ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の 循 環 水 の 浄 化 装 置 は 、 前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 を 計 測 す る 酸 化 還 元 電 位 計
と 、 該 酸 化 還 元 電 位 計 に よ っ て 得 ら れ た 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 直 流
電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を 高 く し て 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 増 加 さ せ 、 該 酸 化 還 元 電 位 計
に よ っ て 得 ら れ た 酸 化 還 元 電 位 が 場 合 は 前 記 直 流 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 を
低 く し て 前 記 電 極 板 間 を 流 れ る 電 流 を 減 少 さ せ る

電 流 制 御 装 置 を 備 え て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 の 前 記 ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ

を 採 用 す る の が 好 ま し い 。

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 実 施 例 ４ ． と 同 様 に 、 循 環 水 の 酸 化 還 元 電 位 を 計 測 す る 酸 化 還 元 電 位 計 と 、 定 電 流 電 源
装 置 を 用 い 、 酸 化 還 元 電 位 計 に よ っ て 得 ら れ た 酸 化 還 元 電 位 の 高 低 に 応 じ て 電 極 板 ユ ニ ッ
ト １ ４ に 供 給 さ れ る 電 流 の 量 を 増 加 さ せ た 。 す な わ ち 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ を 超 え
た 場 合 、 電 流 を １ ０ ０ ％ 増 加 。 そ の 結 果 、 図 ８ に 示 す よ う に １ ０ ０ ％ 増 加 さ せ た と
き は ２ ８ ０ ｍ Ｖ が － ６ ０ ｍ Ｖ に 減 少 し た 。 こ の 結 果 か ら 、 電 極 板 ユ ニ ッ ト １ ４ に 供 給 す る
電 流 を 増 減 す る こ と に よ り 、 目 的 と す る 性 能 を 制 御 で き る こ と が わ か る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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所 定 値 Ｃ よ り 高 い

所 定 値 Ｄ よ り 低 い
、 該 所 定 値 Ｃ と 該 所 定 値 Ｄ が Ｃ ≧ Ｄ の 関

係 に あ る

所 定 値 Ｃ と し て は 、
前 記 所 定 値 Ｄ と し て は ＋ １ ０ ０ ～ － １ ０ ０ ｍ Ｖ そ し て 、 前 記 循
環 水 の 酸 化 還 元 電 位 の 前 記 所 定 値 Ｃ と し て － ５ ０ ～ ０ ｍ Ｖ 、 前 記 所 定 値 Ｄ と し て － ５ ０ ～
０ ｍ Ｖ を 採 用 す る の が よ り 望 ま し い 。

さ せ た



【 図 ６ 】
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